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越えてアプリマック州の州都 バンカイ市まで夜行バスで約一五時間、 そこからピックアップ・トラックで未舗装道路を四時間進ん グラウ郡の郡都チュキバンビーヤ市に着く。さらに山道を約一時間登ったところに目的地のウィチワ村があった。標高三八〇〇メートルに位置し、農業と牧畜を生業とする五〇世帯ほどの小 な村である。村の雑貨屋には公衆衛星電話が設置されており、多く 家には電気も引かれている。村からチュキバンビーヤ市までは乗り合いタクシーが一日に数往復している。
　
街の中心部には子供が遊べるよ
うな広場があるが、訪問したのは乾期の終わりに近い一〇月で、広場は乾燥中のアドベに占領されていた（本誌表紙写真） 。この村ではセメント造り 雑貨屋のほかはすべての家がアドベで造られており、屋根は素焼きの瓦、トタン、茅葺きのいずれかである。教会やいくつかの家 白壁で塗られているものの、大半はアドベを積み上げただけで、所々に木材が使われている（写真） 。　
いくつかの家のなかを見させて
もらった。どの家も窓が少ないためなかは薄暗 が、裸電球をつけるとなかの様子がわかる。台所の壁には薪を使うかまど 作り付けられており、すすで真っ黒になった鍋ややかんが置 れていた。火をおこすと家のなかに煙が充満し
て、 煙が目にしみる。水道はなく、調理などにはバケツにためた水を使う。足元をクイ（テンジクネズミ）が走り回り、草や野菜の切れ端を食べながら こちらの様子をうかがっていた トイレ 家のなかではなく、くみ取 式の簡易施設が敷地の に設置され いる家が多い。　
アドベの材料は地元で比較的簡












リマ コスタ 70 69 78
タクナ コスタ 54 67 73
アレキパ シエラ 47 56 70
カヤオ コスタ 67 67 69
モケグア コスタ 34 39 54
ランバイェケ コスタ 22 30 45
イカ コスタ 27 30 44
トゥンベス コスタ 18 27 42
ピウラ コスタ 26 34 41
フニン シエラ 17 24 36
ラリベルタ コスタ 18 22 35
アンカッシュ シエラ 22 24 33
マドレデディオス セルバ n.d. 14 32
サンマルティン セルバ n.d. 20 31
ロレト セルバ n.d. 22 29
パスコ シエラ 20 23 28
プーノ シエラ 5 10 22
ワヌコ シエラ 8 14 20
ウカヤリ セルバ 4 11 18
アヤクチョ シエラ 3 8 16
カハマルカ シエラ 2 6 14
クスコ シエラ 3 5 13
アマソナス セルバ 2 5 12
アプリマック シエラ n.d. 2 8
ワンカベリカ シエラ 2 2 5
（出所）ペルー統計局（INEI）の各年の人口・住居セン
サスより（www.inei.gob.pe）。
（注）n.d.はデータなし。地域は各州のだいたいの位置
を示す。
写真　アドベの壁に茅葺きの屋根の家。ウィ
チワ村にて（筆者撮影）。
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